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平
成
27
年
度 

全
国
農
業
委
員
会
会
長
大
会
が
開
催
さ
れ
る

　

現
場
の
実
態
に
即
し
た
農
委
制
度
の
確
立
を
目
指
す
要
請
等
を
採
択

業
委
員
会
が
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
が
日

頃
か
ら
実
践
し
て
い
る
活
動
を
報
告

す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
取
り
組
み

強
化
を
誓
い
ま
し
た
。

　

大
会
に
先
立
ち
「
第
７
回
耕
作

放
棄
地
解
消
活
動
表
彰
」
の
表
彰

式
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
農
林
水
産

大
臣
賞
に
静
岡
県
島
田
市
農
業
委

員
会
、
農
村
振
興
局
長
賞
に
鹿
児

島
県
の
株
式
会
社
三
窪
建
設
、
全

国
農
業
会
議
所
会
長
特
別
賞
に
岩

手
県
の
久
慈
市
農
業
委
員
会
と
長

野
県
の一
般
社
団
法
人
月
誉
平
栗
の

里
が
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
終
了
後
、
こ
の
大
会
に
参
加

し
た
県
下
市
町
村
農
業
委
員
会
会

長
を
中
心
に
、
県
選
出
国
会
議
員

の
代
議
士
へ
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

た
り
、
引
き
続
き
地
域
に
根
ざ
し

円
滑
に
機
能
す
る
よ
う
、
現
場
の
実

態
を
踏
ま
え
た
委
員
会
制
度
を
求

め
る
た
め
、「
新
た
な
農
業
委
員
会

制
度
の
確
立
に
関
す
る
要
請
決
議
」

を
採
択
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、「
新

た
な
基
本
計
画
を
実
現
す
る
農
政

の
確
立
に
向
け
た
政
策
提
案
決
議
」

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
お
い
て
国
会
決
議

の
遵
守
を
求
め
る
要
請
決
議
」「
農

地
を
活
か
し
、
担
い
手
を
応
援
す
る

全
国
運
動
の
推
進
に
関
す
る
申
し

合
わ
せ
決
議
」「
情
報
提
供
活
動
の

一
層
の
強
化
に
関
す
る
申
し
合
わ
せ

決
議
」
を
満
場
一致
で
採
択
し
ま
し

た
。

　

決
意
表
明
は
、
山
形
県
酒
田
市

農
業
委
員
会
、
静
岡
県
島
田
市
農

業
委
員
会
、
福
岡
県
み
や
ま
市
農

国
農
業
会
議
所
会
長
は
「
農
業
委

員
会
制
度
発
足
以
来
の
最
大
の
改

革
を
い
か
に
乗
り
越
え
、
実
の
あ
る

も
の
に
し
て
い
く
か
。
活
力
あ
る
農

業
･
農
村
を
築
い
て
い
く
こ
と
を

確
認
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。

　

農
業
委
員
会
と
農
業
委
員
が「
人

と
農
地
」
の
課
題
に
取
り
組
む
に
当

　

平
成
27
年
５
月
28
日
に
、
全
国

農
業
会
議
所
主
催
の
２
０
１
５
年
度

全
国
農
業
委
員
会
会
長
大
会
が
、

市
町
村
農
業
委
員
会
会
長
・
職
員
、

都
道
府
県
農
業
会
議
役
職
員
等
約

２
，
０
０
０
人
の
参
加
に
よ
り
、
東

京
都
千
代
田
区
の
「
日
比
谷
公
会

堂
」
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
二
田
全
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関
係
者
の
皆
さ
ん
の
協
力
の
下

で
、
ミ
ズ
ナ
の
収
穫
作
業
体
験

や
山
口
農
園
の
会
社
概
要
・
取

り
組
み
内
容
の
説
明
、
調
整
作

業
体
験
と
堆
肥
場
の
見
学
、
新

規
就
農
や
農
業
法
人
就
業
に
向

け
た
支
援
施
策
の
説
明
を
行
い

ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
農
業
の
魅

力
が
再
認
識
で
き
た
」
「
就
業

や
就
農
に
向
け
何
が
必
要
か
イ

メ
ー
ジ
で
き
て
よ
か
っ
た
」
な

ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

業
会
議
及
び
全
国
農
業
会
議
所

の
農
業
委
員
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
機
構
へ
の
移
行
な
ど
が
柱
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
会
議
で
の
可
決
に
先
立
ち

自
民
党
、
民
主
党
、
維
新
の

党
、
公
明
党
が
共
同
で
提
案
し

た
附
帯
決
議
で
は
、
推
薦
・
公

募
が
適
正
な
手
続
き
で
行
わ
れ

る
こ
と
、
農
業
委
員
と
推
進

委
員
の
定
数
と
報
酬
水
準
の
確

手
順
で
交
渉
が
加
速
す
る
こ
と

も
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
、
交
渉
で
は
農
産
物
関

税
や
知
的
財
産
な
ど
の
難
航
分

野
が
依
然
残
っ
て
い
る
状
況
で

す
。
農
業
委
員
会
系
統
組
織
と

し
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
米
、

麦
、
牛
肉
・
豚
肉
、
乳
製
品
、

甘
味
資
源
作
物
な
ど
重
要
品
目

に
つ
い
て
、
国
会
決
議
を
踏
ま

保
、
地
域
代
表
性
の
堅
持
な
ど

が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

参
議
院
の
審
議
を
経
て
可

決
・
成
立
さ
れ
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
ま
す
が
、
可
決
後
に
は
農

業
委
員
会
や
農
業
会
議
で
も
新

た
な
法
案
へ
の
対
応
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
今
後

の
動
き
や
内
容
に
注
視
が
必
要

で
す
。

え
関
税
撤
廃
の
除
外
対
象
と
す

る
よ
う
求
め
た
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉

に
お
い
て
国
会
決
議
の
遵
守
を

求
め
る
要
請
」
の
活
動
を
行
っ

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
早
期

妥
結
に
向
け
た
交
渉
で
国
益
を

損
う
こ
と
と
な
ら
な
い
よ
う
注

視
が
必
要
で
す
。

　

「
農
業
法
人
１
日
就
業
体
験

i
n
奈
良
」
が
６
月
21
日
、
宇

陀
市
の
（
有
）
山
口
農
園
を
会

場
に
開
催
さ
れ
、
奈
良
県
内
で

農
業
を
始
め
た
い
な
ど
と
す
る

23
人
が
県
内
外
か
ら
参
加
し
ま

し
た
。

　

農
業
も
就
職
先
の
選
択
肢
の

一
つ
と
し
て
注
目
さ
れ
、
奈
良

県
内
で
も
農
業
法
人
等
へ
の
雇

用
就
農
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
経
営
理
念

や
販
売
戦
略
・
生
産
技
術
な
ど

の
総
合
的
な
経
営
管
理
能
力
が

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に
あ
る
農
業
経

営
者
の
下
で
就
業
体
験
を
行
う

こ
と
で
、
①
食
料
生
産
の
重
要

性
と
現
状
把
握
②
農
業
へ
の
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
③
農

業
法
人
へ
の
就
職
を
具
体
的
に

イ
メ
ー
ジ
し
て
も
ら
う
こ
と
を

ね
ら
い
と
し
、
県
農
業
会
議
な

ら
び
に
県
農
業
法
人
協
会
が
共

催
し
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
山
口
貴
義
代
表
取

締
役
社
長
の
ほ
か
山
口
農
園
の

　

政
府
提
出
の
農
業
委
員
会

法
・
農
協
法
・
農
地
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
案
が
、
６
月
30

日
の
衆
議
院
本
会
議
で
、
自
民

党
、
維
新
の
党
、
公
明
党
、
次

世
代
の
党
な
ど
の
賛
成
多
数
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
法
に
関
し
て

は
、
農
業
委
員
の
選
出
方
法
の

見
直
し
や
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
の
創
設
、
都
道
府
県
農

　

環
太
平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ

Ｐ
）
交
渉
を
進
め
る
う
え
で
、

参
加
国
か
ら
必
要
不
可
欠
と
み

ら
れ
て
い
た
米
国
の
大
統
領
貿

易
促
進
権
限
（
Ｔ
Ｐ
Ａ
）
法
案

が
、
６
月
29
日
に
オ
バ
マ
大
統

領
の
署
名
で
成
立
し
ま
し
た
。

　

７
月
中
に
も
開
催
さ
れ
る
閣

僚
会
合
で
12
カ
国
で
合
意
が
図

ら
れ
、
最
終
的
に
署
名
に
至
る

農
委
法
・
農
協
法
・
農
地
法
改
正
案
が

衆
議
院
を
通
過

農
業
法
人
１
日
就
業
体
験

　

（
農
業
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）

　
　
　
　
　
　

i
n
奈
良　

開
催
！

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
加
速
か
〜
米
国
Ｔ
Ｐ
Ａ
法
案
が
成
立
〜
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学
校
、
保
育
所
、
病
院
、
公

園
等
の
公
共
施
設
、
街
路
樹
、

住
宅
地
と
こ
れ
に
近
接
す
る
土

地
、
住
宅
地
に
近
接
す
る
森
林

等
及
び
住
宅
地
に
近
接
し
た
家

庭
菜
園
・
市
民
農
園
で
、
農
薬

の
飛
散
を
原
因
と
す
る
、
住
民

や
子
供
等
へ
の
健
康
被
害
が
発

生
し
な
い
よ
う
、
農
薬
を
使
用

し
な
い
管
理
や
散
布
せ
ざ
る
を

得
な
い
場
合
で
も
、
農
薬
の
飛

散
防
止
を
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な

ど
で
呼
び
か
け
る
取
り
組
み
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

コ
ミ
へ
周
知
を
図
り
ま
す
。

（
２
）
調
査
方
法

①
道
路
か
ら
の
目
視
で
確
認
の

う
え
調
査
し
ま
す
。

②
目
視
に
よ
り
遊
休
化
等
が
確

認
さ
れ
た
場
合
は
現
地
で
写
真

を
撮
り
、
そ
の
旨
を
地
図
等
に

記
録
し
ま
す
。
な
お
、
す
で
に

山
林
化
し
て
い
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
場
合
も
調
査
し
た
こ
と

と
し
ま
す
。

（
３
）
調
査
結
果
の
整
理

①
調
査
結
果
の
整
理

②
荒
廃
農
地
調
査
へ
の
反
映

③
農
地
基
本
台
帳
等
へ
の
反
映

④
「
人
･
農
地
プ
ラ
ン
」
作
成

活
動
へ
の
反
映

と
農
業
委
員
会
系
統
組
織
で

は
、
平
成
26
年
度
か
ら
新
た
な

組
織
運
動
で
あ
る
「
農
地
を
活

か
し
、
担
い
手
を
応
援
す
る
全

国
運
動
」
を
発
足
し
、
「
遊

休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
対

策
」
に
引
き
続
き
力
を
入
れ
て

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
に

よ
る
地
域
の
農
地
利
用
の
総
点

検
や
遊
休
農
地
の
把
握
、
農
地

中
間
管
理
機
構
等
を
活
用
し
た

遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解

消
、
無
断
転
用
防
止
へ
の
働
き

か
け
に
つ
い
て
、
重
点
的
に
取

り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

  

「
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
」
の
実

施
期
間
は
、
平
成
27
年
８
月
〜

11
月
を
基
本
と
し
て
い
ま
す

が
、
現
場
の
実
情
に
応
じ
て
そ

れ
以
外
の
時
期
に
設
定
す
る
こ

と
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

  

農
業
委
員
会
と
し
て
の
取
り

組
み
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１
．
実
施
時
期

　

各
農
業
委
員
会
で
の
「
農
地

パ
ト
ロ
ー
ル
月
間
」
に
つ
い
て

は
、
総
会
等
で
検
討
を
図
り
、

あ
ら
か
じ
め
実
施
時
期
を
明
確

に
し
て
お
い
て
下
さ
い
。

２
．
対
象
農
地

　

市
町
村
管
内
の
全
て
の
農
地

が
対
象
で
す
。

３
．
実
施
内
容

（
１
）
遊
休
農
地
お
よ
び
遊
休

化
の
お
そ
れ
が
あ
る
農
地
の
把

握（
２
）
農
地
法
の
許
可
案
件
の

履
行
状
況
の
確
認

（
３
）
農
業
経
営
基
盤
強
化
促

進
法
に
よ
る
利
用
権
設
定
等
農

地
の
履
行
状
況
の
確
認

（
４
）
農
地
の
違
反
転
用
の
早

期
発
見
・
是
正

（
５
）
相
続
税
又
は
贈
与
税
の

納
税
猶
予
適
用
農
地
の
利
用
状

況
の
確
認

（
６
）
仮
登
記
農
地
の
利
用
状

況
の
確
認

（
７
）
営
農
型
発
電
設
備
が
設

置
さ
れ
た
農
地
の
適
切
な
営
農

状
況
の
確
認

４
．
実
施
体
制

　

旧
市
町
村
や
大
字
等
、
適
当

な
範
囲
で
区
域
を
区
切
り
、
地

区
担
当
の
農
業
委
員
と
事
務
局

に
加
え
、
必
要
に
応
じ
て
農
業

委
員
会
協
力
員
や
地
域
農
業
に

精
通
し
た
者
、
市
町
村
職
員
、

農
業
団
体
等
の
協
力
を
得
て
実

施
し
ま
す
。

　

平
成
27
年
６
月
１
日
か
ら
９

月
30
日
ま
で
の
期
間
、
「
奈
良

県
農
薬
危
害
防
止
運
動
」
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
農
薬
の
適
正

な
使
用
及
び
保
管
管
理
等
の
徹

底
が
、
食
品
の
安
全
性
確
保
、

県
民
の
健
康
保
護
及
び
生
活
環

境
の
保
全
を
考
え
る
上
で
極
め

て
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
県

の
機
関
や
団
体
が
連
携
し
て
周

知
啓
発
を
行
い
、
農
薬
の
不
適

正
な
取
り
扱
い
に
よ
る
危
害
を

防
止
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

５
．
実
施
手
順

（
１
）
事
前
準
備

①
「
実
施
要
領
」
等
の
決
定

　

実
施
期
間
や
調
査
の
方
法
等

を
明
ら
か
に
し
た
「
実
施
要

領
」
な
ど
を
決
定
し
対
応
を
図

り
ま
す
。

②
推
進
会
議
（
仮
称
）
の
開
催

　

実
施
者
を
対
象
に
推
進
会
議

を
開
催
し
、
意
思
統
一
を
図
り

ま
す
。

③
地
図
等
の
用
意

　

地
図
や
こ
れ
ま
で
実
施
し
た

調
査
結
果
等
を
用
意
し
ま
す
。

④
マ
ス
コ
ミ
等
へ
の
周
知

　

調
査
を
実
施
す
る
旨
を
地
元

新
聞
社
や
テ
レ
ビ
局
等
の
マ
ス

　

平
成
21
年
12
月
の
改
正
農
地

法
施
行
に
よ
り
、
農
地
の
権
利

を
有
す
る
者
の
責
務
規
定
が
設

け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
農
業
委

員
会
の
新
た
な
役
割
と
し
て

「
農
地
の
利
用
の
状
況
に
つ
い

て
の
調
査
」
の
実
施
が
法
律
上

で
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
調

査
の
徹
底
と
効
率
的
な
実
施
を

行
う
た
め
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

を
「
利
用
状
況
調
査
」
と
し
て

行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
に
は
「
農
地
中
間

管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法

律
」
お
よ
び
「
農
業
の
構
造
改

革
を
推
進
す
る
た
め
の
農
業
経

営
基
盤
強
化
促
進
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
等
の
法
律
」
の
施

行
に
よ
り
、
農
地
利
用
の
効
率

化
・
高
度
化
の
促
進
に
向
け
て

「
農
地
中
間
管
理
機
構
」
が
創

設
さ
れ
、
併
せ
て
遊
休
農
地
対

策
も
強
化
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
の
遊
休
農
地
所
有
者
等
に

対
す
る
農
業
委
員
会
の
指
導
、

通
知
、
勧
告
等
の
一
連
の
措
置

が
、
「
利
用
意
向
調
査
」
、

「
農
地
中
間
管
理
機
構
と
の
協

議
の
勧
告
」
等
の
措
置
へ
再

編
、
簡
素
化
さ
れ
、
農
地
中
間

管
理
機
構
の
活
用
を
通
じ
て
遊

休
農
地
の
有
効
利
用
を
進
め
る

仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
う
し
た
情
勢
の
も

平
成
27
年
度
「
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
」

「
奈
良
県
農
薬
危
害
防
止
運
動
」

実
施
中
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農
業
会
議
だ
よ
り

《
全
国
農
業
図
書　

新
刊
紹
介
》

◎
耕
作
放
棄
地
解
消
活
動
事
例
集

v
o
l
・
7

　

平
成
26
年
度
の「
第
７
回
耕
作
放
棄
地

発
生
防
止・解
消
活
動
表
彰
事
業
」で
表
彰

さ
れ
た
活
動
事
例
を
収
録
し
て
い
ま
す
。

　

農
林
水
産
大
臣
賞
な
ど
受
賞
事
例
の
取

り
組
み
を
写
真
入
り
で
紹
介
し
た
ほ
か
、応

募
い
た
だ
い
た
多
数
の
事
例
の「
ポ
イ
ン
ト
」

を
分
か
り
や
す
く
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　

各
地
域
で
の
耕
作
放
棄
地
対
策
の
ご
参

考
と
し
て
、農
業
委
員
な
ど
地
域
リ
ー
ダ
ー

の
皆
さ
ん
に
ご
一
読
い
た
だ
き
た
い
冊
子
で

す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
5
1
5
円

《
県
農
業
会
議
関
係
会
議
日
程
》

７
月
18
日

・
平
成
27
年
度

　

第
１
回
日
本
農
業
技
術
検
定

７
月
21
日

・
農
業
者
年
金
特
別
研
修
会

８
月
３
日

・
常
任
会
議
員
会
議

８
月
７
日

・
奈
良
県
農
業
会
議
第
118
回
通
常
総
会

９
月
２
日

・
常
任
会
議
員
会
議

10
月
２
日

・
常
任
会
議
員
会
議

山
添
村
農
業
委
員
会 

会
長

井
岡　

正
守

　

山
添
村
は
、
奈
良
県
の
東
北
部
、
大

和
高
原
と
呼
ば
れ
る
地
域
の
一
角
で
、

奈
良
市
、
宇
陀
市
、
三
重
県
伊
賀
市
、

名
張
市
に
接
し
て
い
ま
す
。
森
林
が
広

範
囲
を
占
め
、
南
西
部
は
比
較
的
平
坦

な
耕
地
が
拡
が
っ
て
い
ま
す
が
、
地
域

の
ほ
と
ん
ど
は
山
間
の
棚
田
状
の
水
田

と
山
腹
の
茶
や
野
菜
等
の
傾
斜
畑
で
あ

る
た
め
、
耕
地
の
団
地
化
が
難
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。
水
稲
と
茶
を
主
と
し

た
農
業
が
営
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

本
村
農
業
委
員
会
で
は
、
委
員
か
ら

「
委
員
は
、
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る

の
か
」
、
「
今
ど
ん
な
こ
と
が
農
業
に

関
わ
っ
て
課
題
・
問
題
と
な
っ
て
い

る
の
か
、
足
元
か
ら
見
直
し
考
え
て
は

ど
う
か
」
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
よ
っ
て
抱
え

て
い
る
課
題
は
千
差
万
別
で
す
が
、
そ

の
意
見
を
受
け
全
農
業
委
員
が
「
農
」

に
関
わ
る
こ
と
に
つ
い
て
平
成
24
年
か

ら
平
成
26
年
に
か
け
て
意
見
発
表
・
意

見
交
換
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
が
抱
え
て
い
る
問
題
点
を

出
し
合
い
、
課
題
を
検
証
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
そ
の
課
題
を

ど
の
よ
う
に
活
動
に
活
か
し
て
い
く
か

が
大
切
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
農
業
委
員
が
取
り
組
ん
で
い

る
主
な
活
動
と
し
ま
し
て
は
、
一
つ
は

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
推
進
が
上
げ

ら
れ
ま
す
。
農
業
委
員
は
各
地
域
の

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
作
成
の
中
枢

と
な
り
、
行
政
と
地
域
の
パ
イ
プ
役
と

し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
現
在
11
地
区

（
13
ケ
大
字
）
で
プ
ラ
ン
が
作
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
「
農
業
委
員
会
だ
よ
り
」
を

発
行
し
て
い
ま
す
。
農
業
委
員
会
の
活

動
に
つ
い
て
広
く
住
民
の
方
に
お
知
ら

せ
す
る
た
め
、
初
め
て
の
試
み
と
し
て

委
員
の
中
か
ら
編
集
委
員
を
選
任
し
、

「
農
業
委
員
会
だ
よ
り
」
を
昨
年
（
平

成
26
年
７
月
）
発
行
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
遊
休
農
地
解
消
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
委
員
か
ら
の
提
案

で
、
今
年
は
遊
休
農
地
に
「
み
ょ
う

が
・
大
豆
・
さ
つ
ま
い
も
」
を
作
付
け

し
、
遊
休
農
地
解
消
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
今
回
収
穫
さ
れ
た
大
豆
を

使
っ
て
村
内
の
保
育
園
児
と
一
緒
に
食

育
も
兼
ね
て
「
み
そ
」
を
作
り
、
ま

た
、
こ
の
出
来
上
が
っ
た
「
み
そ
」
を

学
校
給
食
に
使
用
し
て
も
ら
う
計
画
を

し
て
い
ま
す
。
農
を
取
り
巻
く
状
況
は

大
変
厳
し
い
で
す
が
、
今
後
も
自
給
率

向
上
に
向
け
た
啓
発
活
動
に
取
り
組
み

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
農
の
雇
用
事
業
」平
成
27
年
度

第
２
回
募
集
の
お
知
ら
せ

"農“
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

全
国
農
業
会
議
所
で
は
、
農
業
法
人
等
が
就
業
希
望
者
を
新

た
に
雇
用
し
、
就
農
に
必
要
な
技
術
・
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
習

得
さ
せ
る
た
め
の
実
践
的
な
研
修
等
に
対
し
て
助
成
す
る
「
農

の
雇
用
事
業
」
（
平
成
27
年
度
第
４
回
）
の
参
加
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
法
人
等
が
新
た
な
農
業
法
人
の
設
立
に
よ
る
独

立
を
目
指
す
者
を
雇
用
し
て
実
施
す
る
研
修
に
対
し
て
助
成
す

る
「
法
人
独
立
支
援
タ
イ
プ
」
の
募
集
も
あ
わ
せ
て
実
施
し
て

い
ま
す
。

【
募
集
期
間
】

平
成
27
年
７
月
１
日
か
ら
８
月
31
日
ま
で

【
研
修
助
成
期
間
】

平
成
27
年
11
月
１
日
か
ら
平
成
29
年
10
月
31
日
ま
で

【
助
成
内
容
】

研
修
生
１
人
あ
た
り
年
間
最
大
１
２
０
万
円

﹇
内
訳
﹈

①
新
規
就
業
者
に
対
す
る
研
修
費 

月
額
最
大
９
７
，
０
０
０
円

　

助
成
額
の
上
限
は
、
９
万
７
千
円
ま
た
は
研
修
生
に
支
払
っ

た
賃
金
月
額
の
い
ず
れ
か
低
い
金
額
と
な
り
ま
す
。

（
法
人
独
立
支
援
タ
イ
プ
で
の
３
年
目
以
降
の
助
成
額
は
月
額

最
大
４
万
８
千
円
）

②
指
導
者
研
修
費 

年
間
最
大
３
６
，
０
０
０
円

　

指
導
者
自
ら
が
人
材
育
成
手
法
や
労
務
管
理
等
を
習
得
す
る

た
め
の
研
修
に
要
す
る
費
用
で
す
。

（
法
人
独
立
支
援
タ
イ
プ
で
の
３
年
目
以
降
の
助
成
額
は
年
間

最
大
２
万
４
千
円
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先
】

奈
良
県
農
業
会
議

〒
６
３
０

－

８
５
０
１

奈
良
市
登
大
路
町
30
番
地　

県
庁
分
庁
舎
内

☎
０
７
４
２

－

２
２

－

１
１
０
１
（
内
線
５
６
２
７
）
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